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荒波に打ち勝って（ヨハネ6:16-21）
不安に勝てる人は、人生に勝てるという話があるほど、不安というものはその人の基本から選択、すべてを狂わせる原因となるものではないでしょうか。特に、その中でも 試練がやって来た時に、多くの人がその試練の前で不安を覚え挫折してしまったり、時には暴れる時もありますが、あきらめてしまったりということが多くなります。しかし、残念なのはクリスチャンの私たちもその人々とあまり変ることなく、試練がやってきて人生の荒波にぶつかったときに、それになかなか勝てずに負ける一方であることが残念なことだと思います。
今日の聖書には、弟子たちが湖を渡って行くときに、強風によって荒波が押し寄せてくるようになりました。そこで彼らは、もうこれで飲み込まれて沈んでしまうのではないかとひどく怖れて不安を覚えることになりました。そこへイエスさまは海の上を歩いて来られた時に、イエス様だということを知らずに怖くなっていた時に、イエスさまわたしだとおっしゃられたので、イエス様を喜んでお迎えすることによって、今まで恐怖を覚え、恐れていた荒波に打ち勝って、目的地に到着したということが紹介されています。時々、聖書では、海のことを私たちの人生そのものをたとえて表現するときがあります。そこにある荒波が押し寄せてくることを、人生の荒波であり、試練のことを現す表現がしばしばあります。今日の聖書は、そういうことを私たちに表して示す内容ではないかと思います。
私たちは、小さいから、あるいは大きいからを問わず、人生を生きていくうちに色々な試練にぶつかるようになります。ときには、願ってもいない病気にかかって病を患う試練にあう場合もあります。また、自分の病気の場合もそうであるし、家族や周りの人が病気にかかった時に、それが自分の試練にもなるわけです。時々、テレビのニュースなどを通して、芸能人が引退をした理由が、親や家族の介護のためだという話しをよく聞きます。それがある意味、その人にとって今まではなかった試練の一つだと思います。そして、自分では願っていない事故に遭い、事故による試練を迎える場合もあります。そして、環境的にも今まで経験したことのない環境を迎えることによって、それがその人にとって試練になる場合があります。学生の場合は、典型的なケースが、転校した場合、今までの慣れていた環境ではなく、慣れていない環境の中でそれ自体や試練になり、慣れていくまでいろいろなことがあり、ときには、いじめに遭う場合もあります。それは子どもに限る話しではないと思います。大学を卒業して、社会に初めて出た時に、幸い職場が与えられたとしても、その職場は学校と今までの社会、家庭などの環境とは全く違う新しい環境であり、自分は新米の社員なので、周りの人全部が上の人になる環境そのものが大きな壁となり、なかなか適応することが難しいということで試練を迎える場合もあります。ある人は、環境が変わってもそれによく適応していきますが、人によってはなかなか適用するのが難しい場合があります。そのようなことが、試練としておそいかかってくるようにもなります。例えば、外国に行った場合に、言葉の壁というものがあるし、外国まで行かなくても親と子どもの世代の壁というものも一つの試練になる場合もあります。それから、実力の差があまりにも大きすぎて、その実力の差が壁になってその前で挫折してしまう場合もあります。そして、その壁というものは、社会のいろいろなシステムや構造そのものが壁になる場合もあります。壁そのものが試練としてその人にやってくるときもあるでしょう。そして、ここで私たちが経験する試練についてお話ししようとすると、きりがないと思います。試練の中で一番厄介なものが何かというと、人を通してやってくる試練というものです。先ほどもお話ししたように、いじめもそのひとつであると思います。いずれもいろいろな形があるそうです。暴力の場合もあるし、言葉による暴力もあるし、全く無視することによる暴力もあります。様々な形の暴力があると思います。つまり、人から何らかの形で攻撃を受ける場合があります。そのようなことが試練としてでてきたりします。それは身近な人でもそうではなくてもいろいろなパターンがあると思います。

それから、もう一つ、人から与えられる試練は、今まで信頼をして信じていたのに、期待をしていたのに、裏切られるということが一つの試練だと思います。離婚の多くの原因が、浮気だそうです。それがなぜそんなに怒りになるのかといいますと、行為そのものもあるでしょうけれども、裏切られたという感情がかなり大きいのではないかと思います。そのような試練というものがあります。以前にも一回お話ししましたが、日本人の教会で婦人会の会長もして、また、聖歌隊の隊長もしていた女性が、ある日突然、人が変ってしまいました。抜け殻のようになってしまいました。今までは絶対にそんなことはありえないし、一度も考えたことがないし、そのような兆しなども見たことがなかったのに、突然、旦那さんがいなくなって、後で話しを聞いてみると、ほかに女性ができて出て行ってしまったということでした。その裏切られたというショックのあまりに、抜け殻のようになってしまったときがあったのです。いろいろお話しをしても、なかなかメッセージが入っていかないことも見ました。そして、人を通して与えられる試練の中で避けられないものが、別れることなのです。別れたいから別れることではなくて、いろいろな形で別れることが一つの試練になり、特に、親が先に亡くなってしまう、子供が先に天国に行ってしまうというようなことなど、別れといってもいろいろあるのですが、その中でも特に私死別というものは、ものすごく寂しい思いがあるし、大きな試練としてその人に襲いかかってくるものではないでしょうか。ほかにも人間の手には負えない災難、災害などによる試練も大変なものだと思います。特に、クリスチャンが経験する試練の中で、クリスチャンだけが遭う試練があります。迫害です。私たちが信仰をもっていることで、真理の中にいるということで、ひかりをもつということで、暗闇の世界が私たちを攻撃してきて、大変な思いをする時があります。そのような迫害による試練というものもあるでしょう。こういった様々な形の試練が、人それぞれに与えられるようになります。これを避けて人生を歩いて行くことができれば幸いでしょうけれども、クリスチャンだからといって、この試練が私たちを避けて通って行くわけではありません。

問題は、今日の聖書に出てきた弟子たちのように、荒波が吹いて襲いかかってきた時に、その試練の荒波の前で飲み込まれそうに見えるわけです。飲み込まれそうになったと思うわけです。ですから、不安に陥って恐れるようになり、ときには、つぶやき、恨むようにもなるわけです。今日は短い聖書ではありますが、旧約の聖書を見ると、イスラエルの民はいつもこのような感じなのです。食べ物が困って試練が与えられたり、敵が襲いかかってきて、それがまた試練として彼らに襲い掛かって来たときもあるし、様々なことがあるたびに彼らは100パーセント「これによって私たちはもう飲みこまれるのだ」と思っていたわけです。だから、いつも不安で、いつもつぶやいて、いつも恨んで、いつもモーセのせいにしたり、結局は神様のせいにしてしまったり、神様は何をしているのかという方向にいつも行っていたのです。試練はよろしいものではありません。辛いし苦しみを伴うものに違いありません。だからといって、それじゃ不安の材料であり、不安の理由、私たちが不安に陥ってつぶやきうらむような内容なのかといいますとそれは違います。今日の聖書もそれをクリスチャンの私たちに示している内容ではないでしょうか。もし試練がやってきて、その前で試練の荒波にそのまま飲みこまれてしまう場合は、つまり、不安に負けてしまった場合は、人生にも負けなのです。もちろん神様が回復の祝福をあたえられるようになるでしょうけれども、それ自体はもう負けなのです。どうすればいいでしょうかとつい思うかもしれません。私たちは、いつも申し上げているように「しょうがないのではないか。当たり前ではないのか。試練がやってきて辛いし苦しいから不安になりつぶやき暴れるしかないのではないか」と正解のように、決まっているかのように思いこんでいるわけです。でも、今日の聖書を見ると、実はそうではなかったと、または、今までの歴史を通してもそんなものではなかったということを、ずっと語っていらっしゃるのに、私たちはクリスチャンでもなかなかその部分が変わらないわけです。試練がやってきて、試練の前で、試練の荒波がやってきて、それに飲み込まれるしかないということは、実は、不信仰であり嘘なのです。それが先も入っていって、当たり前かのように思わないでいただきたいと思います。荒波がやってきて、皆、不安を覚えて「どうしよう。これで終わりではないのか。大変だ。飲み込まれて沈んで行くのだ」と思っていたときに、イエス様がやって来たのです。つまり、彼らが不安を覚えた理由は、荒波ではなくて、実は、別のところにあったわけです。イエス様が、その船に乗られたときに、今までの不安や大騒ぎなどはストップして終わりになりました。

つまり、兄弟姉妹の皆さんに、ぜひ覚えていただきたいと思うし、試練の荒波に打ち勝てる信者になっていただきたいと思いますが、そのためには、試練は不安の理由ではありませんというメッセージです。今まで 試練は不安になるしかないと洗脳されて、そのように脳細胞にインプットされているのであれば、それは全部壊さなければいけません。そのようなつもりでメッセージを契約として握って告白していきましょう。試練は、不安の理由ではありません。なぜなのかといいますと、パウロも言いました。患難さえも私たちは喜ぶと。患難は忍耐を生み、忍耐は私たちが整えられて、結局、希望に達するものになる、これがクリスチャンの秘密です。ペテロも手紙を書きました。当時、ものすごい試練に遭って、多くの人が落胆しているところに手紙を書き送って、この試練は試練ではない。それがⅠペテロ1：6-7などに書いてあります。改めて申し上げます。実はサタンが生みつけた当たり前をどのように壊していくのかというのが、私たちの課題です。試練の荒波が襲いかかってきたからしょうがない、不安になるしかないでしょう。それは嘘です。試練は、不安の理由ではありません。特に、クリスチャンの私たちにとって。なぜなのでしょうか。私たちはもはや、すでにその試練では奪うことができない絶対的祝福の主人公だからです。覚えていて下さい。だれでもイエスの御名を呼ぶものは、神の子供になります。だれでもイエスの御名を信ずる者は、永遠のいのちを持つようになります。この祝福は、試練でも奪い去ることができないものです。ヨハネ10：28-29、だれもこのわたしの手から、父の手から、私たちを奪い取ることはできない。ローマ8：39、どんな被造物も、天使も試練も苦難も悪魔も、キリスト、イエスの愛から私たちを切り離すことはできない。そのような祝福を、イエスさまを信じる瞬間、すでに今も永遠に与えられているからです。試練は、クリスチャンの私たち、つまり、絶対的祝福をいただいている私たちにとって不安の理由にはなりません。パウロは言いました。刑務所の中で、四方八方から苦しめられます。しかし、窮することはありません。倒されても滅びることはありません。どんな試練がやってきても私たちには問題ではありません。不安になる理由はない。なぜなら土の器のような私の内側に、宝のキリストがいらっしゃるから絶対的な祝福なのです。つまり、試練の前で不安になってしまうのは、それは負けることです。だまされることであり、やられることなのですが、その理由は試練が大きいからではありません。絶対的祝福を忘れているからです。つまり、イエスさまを信じるということが、どういうことなのか、普段から味わっていないからでしょう。私たちのものでありいのちなのです。試練の中の最高の試練が死ぬことではないでしょうか。しかし、絶対的祝福があるものは、試練がやってきても不安になりません。逆に、「死、おまえなんなの」。なぜなら死の力でさえ奪うことができない、どうする事も出来ない絶対的な永遠のいのちの祝福の主人公ではないでしょうか。覚えていてください。
そして、なぜ試練の荒波が不安の理由ではないかと言いますと、パウロが言っていたように、私たちがつぶれるのではなく、クリスチャンの場合には、より信仰的に成熟していくし、成功の大人になっていくプロセスなので、不安に思うようなものではありません。試練があるときに、人間は肉的に限界を覚えるようになり、よりへりくだって謙虚なものになり、現実や今あるものに託していた希望全部あきらめて、永遠に変わらないものに希望見るようになるし、そして、それは神様ご自身なのです。信ずる、信ずると言いながらも、実際に本音からはそうでなかったものが試練を通して、本当に世にあるものではなくて、神様だけに頼るものに変わっていくようになるし、その神に頼る唯一の道、それがイエス・キリストなのです。だから、キリスト、イエスOnlyのものに整えられていくプロセスで、道具が試練なのです。ある説教者が、このようなタイトルで説教をしたことがあります。神の祝福は、試練というお面をかぶってあらわれるものなのだと。試練に、人生の荒波に対してだまされずに正しく理解して打ち勝って勝利していただきたいと思います。モーセは、ものすごい試練の中で殺人者になり、逃亡者の生活をするようになりました。しかし、それがモーセをモーセにしたわけです。ダビデは、よその人の妻を奪い取って、大変なことをしてしまい、最終的には、自分の息子が自分を裏切って国をうばわれるような大きな試練にぶつかるようになりました。また、何の罪もないのに悪霊にとりつかれたサウル王に、人生の半分ぐらい追いかけられ逃げ回るような試練の人生を歩むようになりました。だから、ダビデが滅びたのかといいますとそうではなくて、そのすべて一つ一つが、ダビデをダビデにしたものなのです。逆の言うと、その試練がなければ、ダビデはダビデになっていなかったでしょう。試練は、不安になる理由にはなりません。

そして、なぜ試練は、不安の理由ではないのかといいますと、試練そのものが答えなのです。ここまで行くためには、時間がかかると思いますが、試練そのものはいやなものではなくて、辛いし苦しいのはもちろん認めます。しかし、試練そのものが答えなのです。もしもヨセフにいじめられて濡れ衣を着せられるような試練がなかったら、ヨセフはどうなってしまったでしょうか。だったが、それ自体がもう祝福なのです。イエスさまが自分の一番の弟子12名の中の一人が、イエス様を裏切ってしまいました。先ほど、人間から裏切られるというのが試練のひとつだと申し上げました。試練中の試練なのです。それがどうなってしまったのでしょうか。つらいでしょう。けれども裏切られた試練そのものが、十字架の答えに直結するものなのです。あまりたやすく勝手に試練をああだ、こうだと評価しないようにしましょう。試練そのものが答えなのです。パウロが大変な病気を抱えて、神さまにお祈りをささげました。神様は、何と答えられたのでしょうか。わたしの恵みは、あなたに十分だ。それが答えなのだ。その病気が答えなのだ。だから、試練は不安の理由にはならないものなのです。ですから、私たちはしっかりと心の中で整理しなければなりません。今日から人生の荒波に負けずに打ち勝つことができる信者になってください。不安の本当の理由は、不信仰なのです。勘違いしないでください。

不安がいつから始まったのかご存じでしょうか。神様は、人を神様のかたちにつくられて、つまり、神様がともにおられる存在にして、一番初めに与えられたプレゼントが、平安、安らぎ、安息だったわけです。それは神様がともにおられると自然についてくるものです。しかし、ご存じのように罪を犯して神から離れてしまったとたんに、人は不安を覚え始めました。創世記3：7-8,10をあとで見てみてください。怖くなく、恐れて、神を避けるために頭を突っ込んで、イチジクの葉を綴り合わせたスカート作ったりしました。その時から不安が始まりました。つまり、神を失ったとたんに裏返しますと目に見えない悪魔、サタンの支配下に置かれたそのときから、不安というものが始まったわけです。ローマ8：15を見ると、恐怖に陥れる霊と書いてあります。神様から離れた結果、不安というものは、不安をもたらす霊の力によってそうなるのです。ヘブル2：15にも、一生、死の恐怖につながれたとあります。死の力をふるっている目に見えない悪魔、サタンによるものが不安なのです。不安というものは、生まれたときから練習に練習を重ねて当たり前なものになっているのでしょうがないと思っているでしょう。その刻印を変えなければいけません。不安は、自然で当たり前なものではなくて、なにかがあれば起きるものではありません。根本的に神様を失って、悪霊によるものなのです。特に、その滅びの運命からイエス・キリストによって救われた信者がなぜ不安なのかというと、イエス・キリストによって、その悪魔の手から解放されて、神様と一緒に、つまり、インマヌエルのいのちの祝福に預かっているのに、クリスチャンの場合に、そのインマヌエルを逃しているから不安なのです。インマヌエルを逃してしまうと、裏返しますと、見事にサタンに、暗やみの力にやられてしまったということです。周りの人々が、私のことをどう思うのかが、不安の理由ではありません。周りが私を認めてくれないから不安ではありません。特に、クリスチャンの場合には、インマヌエルの祝福を忘れて、逃しているからです。私たちの基準から見たときには、不安にならざるをえない状況で、先ほども申し上げましたように、ヨセフの場合もそうです。しかし、ヨセフは、不安になりませんでした。なぜなら、創世記39：2、主がヨセフとともにおられるから。ダビデは、死の影の谷を歩いていました。しかし、不安になりませんでした。恐れることはありませんでした。詩篇23：1、主は私の牧場の羊飼いなので、主がともにおられるから、害を恐れることがありません。パウロは、刑務所の中にいました。私たちだったら不安で不安でしょうがないでしょう。パウロは言いました。私を強くしてくださる方にあって、できないことは何もない。不安の理由は、インマヌエルを忘れて、インマヌエルの信仰から離れているからです。そのインマヌエルの鍵が何でしょうか。イエス・キリスト、イエスがキリストだという信仰です。つまり、不安の本当の理由は、人生の荒波にあるわけではありません。イエスがキリストだということを、離れるからです。だから、クリスチャンでも、いつまでたっても不安にならない環境、状況、条件ばかり求めて、そうなってない場合は、いつまでたっても緊張がほぐれないし、不安を抱えているままでしょう。人生が終わるまで、その状況は終わらないのです。もちろん時々、変わります。クリスチャンは、そういう存在ではありません。何を飲むか食べるか、どう変わるか。それは、あなたがたは知らなくてもいい。それは関係ないでしょう。人生の荒波よ、やって来なさい。私にはおまえなんかもうへっちゃらだ。問題ではありません。イエスはキリストだから。これがクリスチャンです。

そのときに見えてきます。私たちが何のために生きるのか、何のために召されているのか、人生を生きる理由、生きる意味が何なのか。食べるため、飲むために、達成するためにではなくて、一人でも多くのいのちを助ける伝道者として召されているということが実感できて、見えてきて、伝わってくるようになります。しかし、主の前でフラフラ不安でいる限りは、メッセージをどんなに聞いていても、伝道者と私とは、もう遠く離れている関係ない話になるしかありません。訓練をどれほど受けたのかは、関係ありません。イエス様を受け入れた以上、だれでも悪魔のしわざを打ち壊して、暗やみの力を縛り上げて、いのちの働きができる存在なのに、自分の条件に捕らわれて、人生の荒波、試練などに言い訳して、それに負けてしまうので、そこに移動していく力がありません。それはものすごく残念なことなのです。勘違いのために。こんなことをやってきたのだから、何ができるでしょうかと。私を強くしてくださる方にあって、できないことは何もない。主がともにおられるから、私があなたがたに平安を残します。この平安は、世が与えるものとは違います。イエス様は、まことの預言者、まことの王様、まことの祭司です。あなたがたは、聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。これが不安の本当の理由です。勘違いしないでください。あまりにも長い間、セメントみたいに固まっているので、このみことばを握って、そこを砕いて、砕いて、違う、違う。世界中のすべての人が私を嫌だと私を捨てるとしても、それは不安の理由にはなりません。私にとってへっちゃらなのです。イエスはキリスト、私は神の子ども、主がいつまで経ってもともにおられる。弱い部分があり、足りない部分があれば直して行けばいいのです。聖霊の導き、みことばによって、ひとつひとつ修正されて行くものなのです。キリストにあって始められた方が、キリストの日まで完成なさるのです。そういうことは心配しないようにしましょう。ぜひ、イエスがキリストですという信仰の偉大さに目覚めて、しっかり立っていただきたいと思います。皆さん、自分の弱さが気にならないし、試練そのものも気にならないし、このイエスがキリストですという信仰告白をしているときには、まるで荒波の試練の風が、自分の弱さが、最近の映画などを見ると、主人公だけが動いて、いきなりすべてがストップになる場合のように、自分の弱さや試練の荒波などがすべてストップしてイエスはキリストです。イエス様と自分しかいないかのような時間を持つことが祈りの時間というのです。
結論を言いましょうか。どんな試練であっても、それが辛くて苦しいものであっても、不安にならないように。むしろ、その試練の前で、本当の意味で本音からイエス様を、イエス・キリストを自分の人生の主人としてお迎えする機会にしていただきたいと思います。そして、イエス・キリストを主人としてお迎えしたことによって、ただ信仰により永遠に変わらない絶対的な祝福を確認するようにしましょう。そして、その結果、ダビデとパウロの告白を自分のものにしましょう。死の影の谷を歩いていても、私は恐れません。主がともにおられるから。先ほども申し上げましたように、四方八方から苦しめられても窮することはありません。土の器のような、私の内側に宝のキリストがいらっしゃるから。人生の荒波よ。いくらでもやって来なさい。別に来ないものを、わざわざ引っ張る理由はないのですが。やってきても、おまえは私を倒すことはできない。私にあるイエス・キリストの絶対的な祝福に手も触れることはできないでしょうという告白なのです。先ほども申し上げましたように、この目的は、人生の荒波、試練の荒波に打ち勝つ理由が何かというと、そのときに初めて自分が伝道者の人生を歩む者なのだということに目覚めるようになります。そこにたどり着かないといけません。皆さん、それぞれの現場に、伝道者としてイエス・キリストが派遣されました。私は間違っていました。今週から、派遣式の最後、レムナント教会チャン・インサンではなくて、キリストが皆さんを派遣したのです。そこでその祝福を存分に味わうべきなのに、神経が別のところに行っているのです。そこを細かく計算する理由もありません。そこを全部砕いて、「違う。それは神を知らないときの理論だ。正解でもないけれども今は違う」と告白しましょう。勝利を祈りたいと思います。
（祈り）
天の父なる神様。私たちが、地上にいる間には、人生の荒波にぶつかることがしばしばあります。しかし、それが不安の理由にならないし、私たちには、それに打ち勝つことができるイエス・キリストがいらっしゃることを改めて覚えて、そして、試練に打ち勝って勝利できる伝道者としての道を兄弟姉妹ひとりひとりが歩めるように祝福して導いてください。私たちに永遠のいのちイエス・キリストを与えられ、内側に永遠にともにおられるようにしてくださいました主に心から感謝します。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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